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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 12,000 6,900 1,350 3,800 ○ 8,000
3 14 10,000 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,250

16-18 12,000 11,300 983 11,000 ○ 柱目４寸取り 11,600
す 20- 16,100 13,200 1,742 10,000 ○ 中目 13,000

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 250
12-13 9,000 8,100 470 8,000 ○ 母屋取り 7,800

14 11,000 10,800 842 10,000 ○ 桁目3.5寸 10,400
16-18 12,000 9,900 1,148 9,000 ○ 桁目　4寸 11,400
20-22 14,100 12,600 2,218 9,000 ○ 中目 12,400

ぎ 24-28 18,600 15,500 4,185 9,000 ○ 中目 14,400
30-34 20,000 15,600 6,396 9,000 ○ 二番玉節少 15,400
36- 62,000 17,700 9,331 - ○ 根玉選木 16,300

6 16-18 15,500 15,500 2,254 15,500 ○ 通し柱 15,400
20-22 14,500 14,500 3,498 14,500 ○ 通し柱 15,400

2 20- 25,000 10,000 1,486 5,000 ○ 13,300
3 14 14,000 12,100 714 11,000 ▼ 柱目3～3.5寸 22,100

ひ 16 16,200 14,900 1,296 14,000 ▼ 柱目3.5～4寸 23,900
18-22 15,000 14,000 1,848 12,000 ▼ 柱目４寸取り 19,400

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 299 - 230 ○ 本＠ 256
12-13 12,000 11,100 644 10,000 ○ 3寸取り 13,100

14 14,000 12,400 967 11,000 ▼ 土台目3.5寸 22,900
の 16-18 15,400 14,800 1,717 14,000 ▼ 土台目3.5～４寸 24,000

20-22 20,000 15,500 2,728 15,000 ▼ 中目縁甲取り 24,000
24-28 32,000 17,800 4,806 14,000 ○ 中目 24,800
30-34 30,000 22,000 9,020 18,000 ○ 二番玉節少 29,300
30- 60,000 45,400 - - ○ 根玉選木 48,900

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 32,000 30,400 5,898 23,000 ○ 通し柱　４寸 33,000
20-22 30,000 26,600 7,714 23,000 ○ 通し柱　 29,400

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

2月25日2月25日2月25日2月25日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 38台38台38台38台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 1,199 1,199 100.0%
ヒノキ 1,374 1,374 100.0%
その他 39 39 100.0%

計 2,612 2,612 100.0%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　3月3日（火）～3月9日（月）小つち次回の『つち』　3月3日（火）～3月9日（月）小つち次回の『つち』　3月3日（火）～3月9日（月）小つち次回の『つち』　3月3日（火）～3月9日（月）小つち

平成27年2月26日

落　　　札　　　価　　　格

《ヒノキ構造材の低迷続く》《ヒノキ構造材の低迷続く》《ヒノキ構造材の低迷続く》《ヒノキ構造材の低迷続く》
ヒノキ構造材の低迷が続いている。まだまだ底を
打った感が見られない。
じわじわと落札単価は下がってきているが、最悪
な製品の需要動向の割には、この程度で収まっ
ていることは、地元製材工場の踏ん張りによるも
ので、その支えられている基盤が何かの拍子に
崩れた時のことを考えると非常に恐ろしい。
早急な製品需要の回復と地元製材工場の底力
に期待するしかない。


